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市
の
商
業
の
充
実
を
目
指
し
て

講
演
会
と
表
彰
式
が
開
か
れ
る

功
績
を
た
た
え
て
、
市
内
７
事
業

所
27
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
人
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

◎
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

【
勤
続
年
数
30
年
以
上
】

八
幡
武
、津
村
光
弘
、畠
山
浩
二
、

伊
藤
春
男
、
津
志
田
文
弘（
㈱
遠

忠
）、
瀧
川
重
巳
、
八
重
樫
淳
悦

（
㈱
肉
の
横
沢
）、
伊
藤
世
栄
子
、

伊
藤
紀
一
、
中
村
光
彦（
㈲
伊
藤

畳
店
）

【
商
工
会
役
員
功
労
者
】

伊
藤
一
彦（
伊
藤
一
彦
保
険
事
務

所
）、
角
舘
民
男（
角
屋
食
堂
）

◎
県
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

【
勤
続
年
数
20
年
以
上
】

伊
藤
裕
司
、
竹
田
武
四
、
津
志
田

一
、
伊
藤
信
彦
、
中
嶌
哲
也
、
工

藤
寿
司（
㈱
遠
忠
）

◎
市
商
工
会
会
長
表
彰

【
勤
続
年
数
15
年
以
上
】

岩
崎
勇
次
郎
、
伊
藤
正（
㈲
西
根

舗
装
建
設
）

【
勤
続
年
数
10
年
以
上
】

高
橋
忠
利
、
佐
々
木
雄
二
、
松
尾

鉄
夫（
㈱
遠
忠
）、
工
藤
勝
美
、
千

葉
り
か
、
渡
辺
小
百
合
、
山
本
慶

子
、
高
橋
由
美
子
、
工
藤
ま
り
子

（
㈱
岩
手
エ
ッ
グ
デ
リ
カ
）

　

市
商
工
会（
高
橋
富
一
会
長
）の

２
０
１
３
新
春
講
演
会
と
平
成
24
年

度
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
等
表
彰
式

が
１
月
10
日
、
八
幡
平
ハ
イ
ツ
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、㈲
鶴
の
湯
温
泉（
秋

田
県
仙
北
市
）の
代
表
取
締
役
・
佐

藤
和
志
氏
を
招
き
、「
観
光
資
源
を

活
か
し
た
地
域
振
興
策
」と
題
し
て
、

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
は
、
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
長
年
業
務
に
従
事
し
て
い
る

市
の
魅
力
が
ま
た
増
え
ま
し
た

新
し
い
観
光
道
路
名
称
が
決
定

光
通
信
の
エ
リ
ア
拡
大
を
求
め

N
T
T
東
日
本
に
要
望
書
提
出

　
市
は
、
平
成
24
年
12
月
26
日
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
岩
手
支
店
に
対
し
て
、
東
八

幡
平
地
区
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
サ
ー

　
平
成
24
年
11
月
に
募
集
し
た
観
光
道
路
の
名
称
が

決
定
し
、
そ
の
表
彰
式
が
１
月
30
日
、
市
役
所
本
庁

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
し
た
の
は
、
三
澤
儀
男
さ

ん（
63
）＝
安
比
高
原
＝
と
髙
橋
時
夫
さ
ん（
64
）＝
田

頭
＝
で
、
２
人
に
は
、
武
田
常
徳
副
市
長
か
ら
安
比

塗
の
賞
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
名
称
を
募
集
し
た
観
光
道
路
は
、「
市
道
安
比
線
～

畑
前
森
線
」と「
県
道
葛
巻
日
影
線
～
田
代
平
西
根
線
」

の
２
区
間
で
、応
募
総
数
は
、計
１
５
９
点
で
し
た
。

　
決
定
し
た
名
称
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
観
光
道
路
名
称

❶
安
比
線
～
畑
前
森
線（
三
澤
儀
男
さ
ん
）

　
名
称　
「
安
比
高
原
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
」

❷
葛
巻
日
影
線
～
田
代
平
西
根
線（
髙
橋
時
夫
さ
ん
）

　
名
称　
「
七
時
雨
カ
ル
デ
ラ
ラ
イ
ン
」

読書マラソンの表彰式が行われました

　
平
成
24
年
度
読
書
マ
ラ
ソ
ン
表
彰
式
が
１
月
26
日
、
市
立

図
書
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
24
年
７
月
20
日

か
ら
25
年
１
月
９
日
ま
で
の
間
に
、
図
書
館
や
公
民
館
の
図

書
室
か
ら
、
多
く
の
本
を
借
り
て
読
ん
だ
人
を
４
部
門
に
分

け
、
上
位
５
人
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
終
了
後
は
、
活
動
20
周
年
を
迎
え
た「
ほ
お
ず

き
の
会
」に
よ
る
朗
読
を
楽
し
む
会
が
開
か
れ
、
会
員
の
朗

読
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
第
15
回
少
年
少
女
の
詩・
受
賞

者
の
作
品
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▪24年度読書マラソン受賞者（敬称略）
部門 氏名 地区 冊数
幼
児
読
み
聞
か
せ

❶ 伊藤　大廣 田頭 170
❷ 藤原　歩 平舘 159
❸ 村木　舞璃華 〃 96
❹ 佐藤　茶芽 〃 94
❺ 工藤　咲来 大更 91

児
童
低
学
年

❶ 木村　美咲 安代 94
❷ 千田　奈々 田頭 88
❸ 安ヶ平　茉利愛 〃 87
❹ 皆川　彩音 大更 86
❺ 工藤　颯良 〃 85

児
童
高
学
年

❶ 伊藤　天毎 田頭 202
❷ 高橋　愛美 〃 120
❸ 小舘　瑞穂 大更 87
❹ 皆川　瑛士 大更 84
❺ 澤口　奈那 大更 77

大
人
（
中
学
生

以
上
）

❶ 伊藤　れい 田頭 173
❷ 伊藤　久子 〃 122
❸ 村木　万侑華 平舘 98
❹ 遠藤　聖悦 田頭 89
❺ 田中舘　安子 盛岡 86

　
24
年
度
各
種
ス
キ
ー
大
会
の
協

賛
金
寄
付
の
た
め
、
１
月
９
日
、

市
建
設
協
同
組
合
の
遠
藤
忠
志
理

事
長
ら
４
人
が
、
市
役
所
本
庁
を

訪
れ
、
市
ス
キ
ー
大
会
実
行
委
員

会
会
長
の
田
村
正
彦
市
長
に
目
録

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
協
賛
金
は
20
万
円
で
、
24
年
度

に
市
内
で
行
わ
れ
る
各
種
ス
キ
ー

大
会
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

各
種
ス
キ
ー
大
会
に
役
立
て
て
―

市
建
設
協
同
組
合
が
協
賛
金
を
寄
付

ビ
ス
エ
リ
ア
拡
大
を
求
め
る
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　
同
地
区
は
、
以
前
か
ら
光
フ
ァ
イ

バ
ー
通
信
へ
の
強
い
要
望
が
あ
り
、

24
年
度
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
意
向
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
対
象
８
９
５
世
帯
中
２
８
７
世

帯
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
、
う
ち

１
７
８
世
帯（
62
％
）か
ら
、
利
用
希

望
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の
調

査
結
果
を
基
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
対
し
て

要
望
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
今
後
、
市
で
は
さ
ら
に
、
安
代
地

区
で
の
利
用
意
向
に
対
す
る
調
査
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

表彰状を手にする受賞者の皆
さん。親子や兄弟で受賞して
ニッコリ

遠藤理事長（中央）から田村市
長に目録が贈られました

高
齢
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高齢者叙勲　旭日単光章

高
た か む ら

村 平
へ い し ろ う

四郎 さん

元・安代町議会議員

８８歳　上川原
　高村さんは、昭和59年11月か
ら平成８年11月まで、旧安代町
の町議会議員を３期務められま
した。
　任期中は、米白河川公園や瀬
の沢橋の整備などに携わり、「河
川公園で遊ぶ子どもたちやゲー
トボールを楽しむ人を見ると、
本当に良かったなあと思います」
と地域の役に立てたことを喜ん
でいました。
　また、これまでに335本の杖

つえ
を

製作・寄付していて、「今後も続
けたい」と語ってくれました。

義
援
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
１
月
24
日
ま
で
の
受
け
付
け
分
）

【
義
援
金
】

◆
銀
行
振
り
込
み
（
表
記
は
通

帳
記
帳
の
と
お
り
）

▽
１
万
円　
マ
ツ
ム
ラ　
カ
ズ

ヨ▽
３
３
８
９
円　

ナ
カ
ヤ
マ　

ヒ
ロ
シ

武田副市長から安比塗の賞状を受け取る三澤さん
（写真右）と髙橋さん

田村市長が阿部隆営業部長（右）に要
望書を手渡しました

30

277

松松

場場

2

1

TT

二ツ森二ツ森

図　名称が決定した観光道路の区間
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